
＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

各中央銀行による積極的な金融引き締め
懸念により下落も、懸念後退で上昇に転じた

為替ヘッジあり/なし間で、為替変動を主な
要因とした基準価額の乖離拡大が発生

ご参考資料 | 2022年11月11日

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

１. パフォーマンスの振り返り

ポイント 1. パフォーマンスの振り返り
2. 運用担当者からのメッセージ
3. 疑問解決！Q&A

2022年6月以降を振り返ると、グローバルESGバランスファンド（以下、当ファンド）の年2回決算型・為替
ヘッジありの基準価額（分配金再投資）は、インフレ懸念を背景に欧米の金利が上昇し、各中央銀行に
よる積極的な金融引き締めに対する警戒などに左右され、途中一進一退の動きとなるも、下落しました。
10月後半に入り、市場予想を上回る米企業の決算発表や、各中央銀行がインフレに加えて景気も考慮
する姿勢を示すようになり、今後の利上げペースが緩むとの見方などから、上昇に転じました。

なお、日米の金利差が拡大し為替市場において円安・米ドル高が進行したことが、為替ヘッジなしの基準価
額にプラス寄与しました。

期間：2020年11月30日（設定日）～2022年10月31日、日次

（ご参考）
年初来の為替騰落率
円/米ドルレート：28.9％
2022年10月31日現在

（為替ヘッジなし）
年2回決算型
12,169円

（為替ヘッジあり）
年2回決算型

8,719円

基準価額（分配金再投資）
2022年10月31日現在

基準価額（分配金再投資）については、8ページをご参照ください。
（出所）ブルームバーグ等のデータを基に野村アセットマネジメント作成

2nd Anniversary
~運用担当者からのメッセージと、よくあるQ&A~

設定来の年2回決算型の基準価額（分配金再投資）の推移
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２．運用担当者からのメッセージ （野村アセットマネジメント）

上記の内容は、資料作成時点のものであり、予告なく変更することがあります。また、資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

米ドル建てESG先進国社債

▶ESGの取り組みによるダウンサイドリスクの抑制効果

当社は債券投資に特化した、債券ESGスコアを自社開発して活用しています。この債券ESGスコアの有効
性を示す事例として、当ファンドで投資対象としている欧州の電力セクターが挙げられます。ロシアによるウクラ
イナ侵攻に起因する欧州エネルギー市場の混乱は、欧州電力企業のクレジットスプレッド（利回り格差）を
拡大させる方向で作用しました。一方、再生可能エネルギーへの取り組みが進んだ企業は、ガス価格高騰
の影響が相対的に軽微に留まりました。こうした企業群の債券ESGスコアは相対的に高かったことから、当該
局面においてダウンサイドリスクの抑制に有効であったと考えています。

▶投資家の皆様へのメッセージ

債券クレジット運用におけるパフォーマンスの向上には、銘柄選別を通じたダウンサイドリスクの抑制が最も重
要と考えています。債券クレジット運用においては、発行体企業の信用不安がポートフォリオのパフォーマンス
に与える影響が大きいためです。当社が開発した債券ESGスコアは、債券の信用力に影響を与える要素を
主に抽出してスコア化していることから、環境問題に配慮することで社会への貢献を可能としつつ、中長期の
債券クレジット運用のパフォーマンス向上と安定化に今後も寄与するものと期待しています。

米ドル建てESG新興国国債

▶ESGスコアの活用 ～ロシアは非保有と判断～

当社独自に開発したソブリンESGスコアを用いて、投資国のネガティブスクリーニングを行なっています。2022
年はロシアによるウクライナ侵攻をきっかけに両国の債券価格は下落しましたが、当ファンドではウクライナを
「ESGスコアのネガティブ・スクリーニング」、ロシアを「定性的なESG評価」により非保有としていました。当社の
ESGを含んだ投資国選定プロセスは、ダウンサイドリスクの抑制に有効であったと考えています。

▶投資家の皆様へのメッセージ

新興国では、インフレに対する金融政策の対応や、財政政策の余力の有無、対外収支や対外債務の水
準など、経済ファンダメンタルズ（基礎的条件）格差の広がりを背景に、一部の信用力の低い国では急激
な債券価格の下落も見られています。こうした投資環境において、当ファンドによるESG評価・経済ファンダメ
ンタルズ分析等を通じた投資国の選定がより重要になっていると考えています。今後も、信用力に懸念が残
る国を排除し、質の高い新興国に投資することを通じて、ダウンサイドリスクを低減しながら安定的なリターン
の獲得を目指してまいります。
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期間：2008年1月末～2022年9月末、月次
小型株：MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス・スモール・キャップ

（米ドルベース）
世界株：MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（米ドルベース）
実績EPSは、過去12ヵ月の平均値
（出所）ファクトセットのデータを基に野村アセットマネジメント作成

期間：2008年1月末～2022年9月末、月次
REIT：S&P先進国REIT指数（米ドルベース）
予想PERは、株価を今期ブルームバーグコンセンサス予想1株当たり利益で割って算出
（出所）ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成

２．運用担当者からのメッセージ（ACI）

ACI ESGグローバル小型株

ACI ESGグローバルREIT

▶運用チームの強み

①経験豊富なチームメンバーによる徹底した銘柄リサーチ、
②規律ある投資プロセス、③ダイナミックな変化が期待でき
る小型株投資、が挙げられます。小型株はユニバースが広い
ため、マクロ環境が厳しい中でも世界経済が直面する課題
から逆に利益を得られる企業を見つけ出すことができる点も
今後の強みと考えています。

▶投資家の皆様へのメッセージ

マクロ環境は引き続き不透明であるとみていますが、ボトム
アップの投資機会として、小型株ならではの、成長が加速し、
持続可能な収益成長がある企業を見つけ投資を行なって
いきます。例えば、再生可能エネルギーへの投資拡大から恩
恵を受ける企業、革新的なヘルスケア企業、アジアの一部
の国の経済再開から恩恵を受ける企業への投資が挙げられ
ます。また小型株のバリュエーション（投資価値評価）は、
年初から大幅に低下しており、魅力的な水準と見ています。

▶運用チームの強み

運用プロセスで、企業が所有する不動産の価値と収益成
長の分析を行なっており、こうしたアプローチがより良いリスク
調整後リターンの獲得機会を提供すると考えています。

▶投資家の皆様へのメッセージ

REITのバリュエーションは、年初から大幅に低下しており、投
資魅力が高まっています。当戦略ではクオリティと収益力がバ
リュエーションに反映されていないと考えられる企業に投資す
ることを目的としています。過去、金利の上昇が止まった12ヵ
月後にREITは良好なパフォーマンスを示すことが多く見られ
てきました。今後安定的な成長資産としてパフォーマンスの
向上に期待しています。

実績EPS（1株当たり利益）推移

REITの予想PER（株価収益率）推移

上記の内容は、資料作成時点のものであり、予告なく変更することがあります。また、資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。
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上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

３．疑問解決！Q&A ～ESG投資に変調の兆し？～

Q1: ESG投資への関心が低下している風潮を感じます。ESG投資は継続して大丈夫ですか。

＜ESG投資は不変的なテーマ＞

 2022年は、ロシアのウクライナ侵攻などを背景としたエネルギー不足を受けて、欧州の一部の国で化石燃
料へ逆戻りする動きも見られました。そのため、ESG投資に逆風が吹いているとの声も聞こえてきます。

 しかし、世界では、猛暑や豪雨などの異常気象が起きており、要因とされる地球温暖化は世界が抱える
大きな課題です。この課題の解決に配慮するESG投資は不変的なテーマと考えられます。

2022年に起こった世界の異常気象

＜ご参考＞世界のESG投資の投資残高

欧州
52.7%

米国
38.2%

日本 2.1%
その他 7.0%

22.8
兆米ドル

欧州
45.9%

米国
39.1%

日本 7.1%
その他7.9%

30.7
兆米ドル

欧州
34.0%

米国
48.4%

日本 8.1%
その他 9.4%

35.3
兆米ドル

2016年 2018年 2020年

上記はGSIA（世界持続可能投資連合）が集計したESGを考慮した戦略の残高から算出しています。
前年末（日本は前年度末）の数値です。例えば、2020年は2019年末時点（日本は2020年3月末時点)です。
（出所）GSIA「Global Sustainable Investment Review」を基に野村アセットマネジメント作成

6月 7月

7月 8月

東京都心では、9日連続で最高気温35度
以上の猛暑日となり、統計史上最長を記録。

英国やフランスで40度～42度、
ポルトガルで47度に達するなど、欧州各地で
記録的な暑さが続く。

7月の降水量が
1935年以降、
最も少なく、河川の水位が低下。

東京都心、9日連続「猛暑日」

欧州で記録的熱波 イングランドに干ばつ宣言

バングラデシュやインドで洪水被害

上記は一例であり、全てを網羅しているものではありません。
（出所）各種報道等を基に野村アセットマネジメント作成

世界のESG投資の投資残高は、2016年から2020年の4年間で、約55％増加しました。
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３．疑問解決！Q&A ～足元の市場環境から見たESG投資①～

Q2: 値動きが荒い展開となっていますが、保有を続けても大丈夫ですか。

＜中長期で投資を継続することが、結果としてパフォーマンスを安定・改善させる効果に＞

 過去のシミュレーションベースのファンド（試算）は、『ESG投資×分散投資×長期投資』で、マーケットの
大波を乗り越えました。また、長期で投資するほど、リターンがプラス圏で安定する効果が見られました。

 ESG投資は、長期投資、分散投資と組み合わせることで、その真価を発揮しやすくなります。世界の問
題解決という目標期間が長いESGの考え方と、リスクを分散しながら長期でリターンを積み上げていく長
期・分散投資は、相性が良い組み合わせといえます。

世界的な危機を何度も乗り越え
最高値を更新する形で推移

ファンド（試算）の長期シミュレーション

期間：2001年7月末～2022年9月末、月次
世界株：MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）
米ドルベースの指数を基に野村アセットマネジメントが独自に円換算したもの
（出所）ブルームバーグ等のデータを基に野村アセットマネジメント作成

ファンド（試算）の保有期間別リターン

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
また、ファンドの運用実績ではありません。ファンドの運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

ファンド（試算）は、2001年7月末から2020年11月末までの過去データを用いたシミュレーション結果に、各マザーファンドの設定日（2020
年11月30日）以降の運用実績をつなぎあわせたものであり、ファンドの運用実績ではありません。詳しくは9ページをご参照ください。

最大リターン 154%
最小リターン -25%
平均リターン 61%

最大リターン 297%
最小リターン 62%
平均リターン 151%

保有期間5年間

保有期間10年間

マイナスになった回数
27／195回

期間：2001年7月末～2022年9月末、月次
（出所）ブルームバーグ等のデータを基に野村アセットマネジメント作成

マイナスになった回数
0／135回

コロナ
ショック

ITバブル
崩壊

リーマン
ショック

チャイナ
ショック

約6.7倍
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ファンド（試算）は2001年7月末を100として指数化

３．疑問解決！Q&A ～足元の市場環境から見たESG投資②～

Q3: 債券の組み入れが多いですが、金利上昇局面でも大丈夫ですか。

ファンド（試算）の長期シミュレーションと
米10年国債利回りの推移

金利の低下/上昇局面における
ファンド（試算）の平均リターン

ファンド（試算）は、様々な金利局面
に直面しながらも、上昇基調で推移。

期間：2001年7月末～2022年9月末、月次
米10年国債利回り：ブルームバーグ・ジェネリック
（出所）ブルームバーグ等のデータを基に野村アセットマネジメント作成

ファンド（試算）は、金利
上昇局面においても、堅調
なパフォーマンスとなる傾向。

＜株式やREITに分散投資することで、金利上昇リスクも分散＞

 当ファンドは、一般的に景気の回復期や拡大期など、金利上昇局面に強いとされる株式やREITに資産
の半分を投資することを基本としています。

 過去のシミュレーションベースのファンド（試算）のパフォーマンスを見ると、金利上昇局面においても堅調
なパフォーマンスとなる傾向が見られました。なお、投資環境は刻一刻と変わることから、利子収入を着実
に積み上げ、景気後退期に強みを発揮する債券に投資する当ファンドの投資意義に変わりはありません。

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
また、ファンドの運用実績ではありません。ファンドの運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

ファンド（試算）は、2001年7月末から2020年11月末までの過去データを用いたシミュレーション結果に、各マザーファンドの設定日（2020
年11月30日）以降の運用実績をつなぎあわせたものであり、ファンドの運用実績ではありません。詳しくは9ページをご参照ください。

期間：2001年7月末～2022年9月末、月次
上記の金利低下/上昇局面は、月末における米10年国債利回りが、1年
前の同月末と比較して低下/上昇した局面を指し、平均リターンは、各局面
に対応する期間におけるファンド（試算）の年間リターンの平均値。
米10年国債利回り：ブルームバーグ・ジェネリック
（出所）ブルームバーグ等のデータを基に野村アセットマネジメント作成
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B

A
BA

B

A
BA

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

３．疑問解決！Q&A ～分散投資の効果～

Q4: 分散投資は本当に効果があるのですか。

＜全ての資産が下落する局面では、分散投資は一時的に有効でなくなる場合もあります＞

 当ファンドは、3つの資産（債券50：株式25：REIT25）に分散投資をしています。全ての資産が下
落する局面では一時的に有効でなくなる場合もありますが、3つの資産に分散投資することで、単一の資
産に投資を行なうよりも相対的にリスクを抑え、安定的なリターンが期待できます。

 ポートフォリオを固定の配分に維持するためには、値上がりした資産の一部を売って、逆に値下がりした資
産を買うというリバランスを繰り返すことになります。

上記はイメージ図です

＜ご参考＞固定配分とリバランス

資産Aの値動き

BA

基本配分

資産Bの値動き

Aを一部売却、Bを買い増して
基本配分に戻す。

Bを一部売却、Aを買い増して
基本配分に戻す。

値上がりに伴い
一部売却

値下がりした分を
買い増す 値上がりに伴い

一部売却

値下がりした分を
買い増す

7 / 15



＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

「グローバルESGバランスファンド（愛称：ブルー・アース）」

ファンドの運用状況

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのものです。
したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。

基準価額の推移

（為替ヘッジあり）隔月分配型 （為替ヘッジなし）隔月分配型

期間：2020年11月30日（設定日）～2022年11月8日、日次

（為替ヘッジあり）年2回決算型 （為替ヘッジなし）年2回決算型

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

＜ファンド（試算）の前提条件について＞
ファンド（試算）は、下記の条件に基づき野村アセットマネジメントが試算したシミュレーション結果に、各マザーファンドの運用実績をつなぎあわせ
たものであり、実際のファンドの運用実績ではありません。ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。すべて円
ベース。シミュレーション結果は、配当込み、米ドルベースのリターンを委託会社で円換算したものを使用しています。運用管理費用や取引コスト
等は考慮していません。
2001年7月末から2020年11月末は、以下の資産ごとのシミュレーション結果を、債券50％、株式25%、REIT25％の割合で合成したシミュ
レーション値を使用しています。
債券：下記の先進国社債を70％、新興国国債を30％の割合で合成したシミュレーション値です。
＜先進国社債＞ICE BofA US Corporate Index（米ドル建て社債の代表的な指数）の構成銘柄を投資ユニバースとします。野村ア
セットマネジメントが独自に算出するESGスコアに基づき、環境や気候変動の評価が一定以下の発行体を投資ユニバースから除外し、残った発
行体に等金額で投資すると仮定します。なお、一つの発行体が複数の債券を発行している場合は、各銘柄に等金額で投資すると仮定します。
ESGスコアは、2020年3月以前は2020年3月のスコアを、2020年3月以降は月次で算出する各時点のスコアを活用し、以上により算出し
たリターンを使用しています。また、リバランスは月次で行ないます。
＜新興国国債＞J.P.Morgan EMBI Global Diversified Index（米ドル建て新興国国債の代表的な指数）の構成銘柄を投資ユニ
バースとします。野村アセットマネジメントが独自に算出するESGスコアに基づき、環境や政策持続性の評価が一定以下の国を投資ユニバース
から除外し、残った国に等金額で投資すると仮定します。なお、一つの国が複数の債券を発行している場合は、各国別指数の構成比率に沿っ
て投資すると仮定します。ESGスコアは、年次で算出、リバランスは年次で行ないます。2013年12月までは指数のリターンを使用し、2014年
1月以降は以上により算出したリターンを使用しています。
株式：2001年8月～2016年3月については、マザーファンドを運用するACIの類似の運用戦略である「ACIグローバル（除く米国）小型株
式」の実績を使用し、2016年4月以降については、「ACIグローバル小型株式」の実績を使用しています。
REIT：2001年8月～2011年5月については、S&P先進国REIT指数のリターンを使用し、2011年6月以降については、マザーファンドを運
用するACIの類似の運用戦略である「ACIグローバルREIT」の実績を使用しています。
各マザーファンドの設定日（2020年11月30日）以降は、各マザーファンドの月末時点の基準価額騰落率を月次リターンとして、先進国社債
35％、新興国国債15％、株式25%、REIT25％の割合で合成した値を使用しています。

＜当資料で使用した指数について＞
● ｢ICE BofA US Corporate Index SM/®」は、ICE Data Indices, LLCまたはその関連会社（「ICEデータ」）の登録商標です。当
ファンドは、ICEデータによって支持・推奨・販売・販売促進されるものではなく、また、ICEデータは当ファンドに関して一切の責任を負いません。

● J.P.Morgan EMBI Global Diversified Indexは、J.P.Morgan Securities LLCが公表しているインデックスであり、その著作権および
知的財産権は同社に帰属します。

● MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス・スモール・キャップはMSCIが開発した指数です。
同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。また、MSCIは同指数の内容を変更する権利および公表を
停止する権利を有しています。

● S&P先進国REIT指数は、スタンダード＆プアーズ ファイナンシャル サービシーズ エル エル シーの所有する登録商標です。
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＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

分配金に関する留意点
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＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

「グローバルESGバランスファンド（愛称：ブルー・アース）」

【ファンドの特色】

●各マザーファンドの運用にあたっては、それぞれ以下の委託先に、運用の指図に関する権限の⼀部を委託します。

●信託財産の成長を目的に運用を行なうことを基本とします。

●世界各国（新興国を含みます。）の株式※1、先進国の企業（金融機関を含みます。）が発行する米ドル建ての社債等※2、米ドル建ての新興
国国債等※3、世界各国（新興国を含みます。）の不動産関連有価証券※4 を実質的な主要投資対象※５とします。
※１ DR（預託証書）を含みます。DR はDepositary Receipt（預託証書）の略で、ある国の株式発行会社の株式を海外で流通させるために、その会社の株式を銀行などに預

託し、その代替として海外で発行される証券をいいます。DR は、株式と同様に金融商品取引所などで取引されます。
※２ 期限付劣後債、永久劣後債、優先証券（ハイブリッド証券）を含みます。
※３ 国債、政府保証債、政府機関債等を含みます。
※４ 世界の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）されている不動産投資信託証券（⼀般社団法人投資信託協会規則に定める不動産投資信託証券をい

います。）および不動産ローン担保証券等に投資するモーゲージREIT 等（総称して「REIT」といいます。）ならびに不動産に関連する株式およびETF をいいます。
※５ 「実質的な主要投資対象」とは、「ACI ESG グローバル小型株 マザーファンド」、「米ドル建てESG 先進国社債 マザーファンド」、「米ドル建てESG 新興国国債 マザーフ

ァンド」、「ACI ESG グローバルREIT マザーファンド」を通じて投資する、主要な投資対象という意味です。

●「グローバルESGバランスファンド」は、分配頻度、為替ヘッジの有無の異なる、4本のファンドで構成されています。

●各マザーファンドの運用にあたっては、ESG※の観点から投資する銘柄を決定します。なお、各マザーファンドへの投資比率は以下を基本
とします。

※ESG とは、Environment（環境）、Social（社会）及びCorporate Governance（企業統治）の総称です。

マザーファンド名 主要投資対象 運用会社

米ドル建てESG先進国社債 マザーファンド
先進国の企業（金融機関を含みます。）が発行する米ドル建ての社債等（期限
付劣後債、永久劣後債、優先証券（ハイブリッド証券）を含みます。）

ノムラ･アセット･マネジメントU.K.リミテッド

米ドル建てESG新興国国債 マザーファンド 米ドル建ての新興国国債等（国債、政府保証債、政府機関債等を含みます。） ノムラ･アセット･マネジメントU.K.リミテッド

ACI ESGグローバル小型株 マザーファンド 世界各国（新興国を含みます。）の株式（DR（預託証書）を含みます。） アメリカン・センチュリー・インベストメント・マネジメント・インク

ACI ESGグローバルREIT マザーファンド 世界各国（新興国を含みます。）の不動産関連有価証券 アメリカン・センチュリー・インベストメント・マネジメント・インク

●「為替ヘッジあり」においては、実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動
リスクの低減を図ることを基本とします。ただし、代替ヘッジによっても為替変動リスクの低減の効果が小さいあるいは得られないと判断した通貨につ
いては、為替ヘッジを行なわない場合があります。

●「為替ヘッジなし」においては、実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないません。
●効率的な運用を行なうため、債券先物取引等のデリバティブ取引をヘッジ目的外の利用を含め実質的に活用する場合があります。
●ファンドはマザーファンドを通じて投資するファミリーファンド方式で運用します。
●「グローバルESGバランスファンド」を構成するファンド間でスイッチングができます。
●分配の方針

◆年2回決算型
原則、毎年５月および11月の18日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
分配金額は、分配対象額の範囲内で、原則として基準価額水準等を勘案し、委託会社が決定します。
◆隔月分配型
原則、毎年１月、３月、５月、７月、９月および11月の18日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
分配金額は、分配対象額の範囲内で、委託会社が決定するものとし、原則として、利子・配当等収益等を中心に分配を行なうことを基本とします。
＊委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。
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「グローバルESGバランスファンド（愛称：ブルー・アース）」

◆設定・運用は

【投資リスク】

各ファンドは、株式、債券およびREIT（不動産投資信託証券）等を実質的な投資対象とし
ますので、組入株式の価格下落、金利変動等による組入債券の価格下落、組入REITの価
格下落や、組入株式の発行会社、組入債券の発行体および組入REITの倒産や財務状況の
悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資産に投資しますので、
為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、
損失が生じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。
※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

（2022年11月現在）【お申込メモ】 【当ファンドに係る費用】

●信託期間 2030年11月18日まで（2020年11月30日設定） ◆ご購入時手数料 ご購入価額に3.3％（税抜3.0％）以内で販売会社が独自に

●決算日および 【年2回決算型】 定める率を乗じて得た額

　 収益分配 　　年2回の決算時（原則、毎年5月および11月の18日。 ＜スイッチング時＞

　　休業日の場合は翌営業日）に分配の方針に基づき 販売会社が独自に定める率を乗じて得た額

　　分配します。 *詳しくは販売会社にご確認ください。

【隔月分配型】 ◆運用管理費用　 ファンドの純資産総額に年1.705％（税抜年1.55％）の率を

　　年6回の毎決算時（原則、1月、3月、5月、7月、9月  　（信託報酬） 乗じて得た額が、お客様の保有期間に応じてかかります。

　　および11月の18日。休業日の場合は翌営業日） ◆その他の費用・手数料 組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、

　　に分配の方針に基づき分配します。 外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払う

●ご購入価額 ご購入申込日の翌営業日の基準価額 ファンドの監査に係る費用、ファンドに関する租税等が

●ご購入単位 1口単位または1円単位（当初元本1口＝1円） お客様の保有期間中、その都度かかります。
※ご購入単位は販売会社によって異なる場合があります。 ※これらの費用等は運用状況等により変動するため、事前に

●ご換金価額 ご換金申込日の翌営業日の基準価額から信託財産 料率・上限額等を示すことができません。

留保額を差し引いた価額 ◆信託財産留保額　（ご換金時、 1万口につき基準価額に0.3％の率を乗じて得た額
●スイッチング 各ファンド間でスイッチングが可能です。 　スイッチングを含む）

※販売会社によっては、一部または全部のスイ ッチングのお取扱いを 上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に
　行なわない場合があります。 応じて異なりますので、表示することができません。

●お申込不可日 販売会社の営業日であっても、申込日当日が、下記の ※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。

いずれかの休業日に該当する場合には、原則、ご購入、

ご換金、スイッチングの各お申込みができません。

・ニューヨークの銀行　　・ロンドンの銀行　

・ニューヨーク証券取引所　

●課税関係 個人の場合、原則として分配時の普通分配金ならびに

換金時（スイッチングを含む）および償還時の譲渡益に

対して課税されます。ただし、少額投資非課税制度などを

利用した場合には課税されません。なお、税法が改正された

場合などには、内容が変更になる場合があります。

詳しくは販売会社にお問い合わせください。
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【当資料について】

当資料は、ファンドに関する参考情報の提供を目的として野村アセットマネジメントが作成したものです。

当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありませ
ん。

当資料中の記載事項は、全て当資料作成時以前のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。

当資料中のいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。

【お申込みに際してのご留意事項】

ファンドは、元金が保証されているものではありません。

ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。

投資信託は金融機関の預金と異なり、元本は保証されていません。

投資信託は預金保険の対象ではありません。また、登録金融機関が取り扱う投資信託は、投資者保護基金制度が適用されま
せん。

お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判
断ください。
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お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

グローバルESGバランスファンド （愛称：ブルー・アース）
（為替ヘッジあり）年2回決算型／（為替ヘッジあり）隔月分配型／（為替ヘッジなし）年2回決算型／（為替ヘッジなし）隔月分配型

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

株式会社みちのく銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第11号 ○

株式会社山形銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第12号 ○

株式会社東邦銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第7号 ○

株式会社群馬銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第46号 ○ ○

株式会社足利銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第43号 ○ ○

株式会社常陽銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第45号 ○ ○

株式会社筑波銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第44号 ○

株式会社武蔵野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第38号 ○

株式会社千葉銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第39号 ○ ○

株式会社北陸銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社富山銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第1号 ○

株式会社福井銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第2号 ○ ○

株式会社静岡銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社十六銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第7号 ○ ○

株式会社三十三銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第16号 ○

株式会社百五銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社滋賀銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第11号 ○ ○

株式会社京都銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社池田泉州銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第6号 ○ ○

株式会社紀陽銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第8号 ○

株式会社但馬銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第14号 ○

株式会社鳥取銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第3号 ○

株式会社広島銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社百十四銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社伊予銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第2号 ○ ○

株式会社佐賀銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第1号 ○ ○

株式会社琉球銀行 登録金融機関 沖縄総合事務局長（登金）第2号 ○

株式会社西日本シティ銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第6号 ○ ○

株式会社北洋銀行 登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社きらやか銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第15号 ○

株式会社福島銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第18号 ○

株式会社京葉銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第56号 ○

株式会社神奈川銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第55号 ○

株式会社長野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第63号 ○

株式会社名古屋銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第19号 ○

株式会社中京銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第17号 ○

株式会社トマト銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第11号 ○

株式会社高知銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第8号 ○

株式会社福岡中央銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第14号 ○
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お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

グローバルESGバランスファンド （愛称：ブルー・アース）
（為替ヘッジあり）年2回決算型／（為替ヘッジあり）隔月分配型／（為替ヘッジなし）年2回決算型／（為替ヘッジなし）隔月分配型

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

株式会社長崎銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第11号 ○

株式会社豊和銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第7号 ○

四国アライアンス証券株式会社 金融商品取引業者 四国財務局長（金商）第21号 ○

ぐんぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2938号 ○

静銀ティーエム証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第10号 ○

北洋証券株式会社 金融商品取引業者 北海道財務局長（金商）第1号 ○

とうほう証券株式会社 金融商品取引業者 東北財務局長（金商）第36号 ○

第四北越証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号 ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第134号 ○

ひろぎん証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第20号 ○

ＦＦＧ証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第5号 ○ ○
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